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互 い の よ さ を生 か し,

平成7年 度 教育研究員(特 瀦 舌動)研 究主題

認め合 い,高 め合 う集 団活動 を通 して

児童の 自主的 ・実践 的態度 を育て る指導
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1研 究 の 大 要

共通研究主題

互いのよ さを生 か し,認 め合 い,高 め合 う集 団活動を通 して

児童の 自主的 ・実践 的態度を育て る指導

今 日の科学技術の進歩 と経済 の発展 は,物 質的に豊かな生活 を生む とともに,情 報化,国 際

化,核 家族 化,高 齢化,少 子化等の現象が生 じ,社 会状況 は一変 しっつあ る。 これ らの変化 は

,子 供相互 の人間関係 や仲 間関係 の希薄,体 験を通 した活動 の不足 など,子 供 たちの生活 に大

きな影響を及ぼす とともに,子 供の ものの見方や考え方 に も大 きな影響を与え,特 別活動が 目

指す,「 望 ま しい集 団活動 を通 した自主的,実 践的な態度 を育成す ること」への大 きな阻害要

因 として立 ちはだか りつっあ る。

特別活動部会では,こ うした社会背景や子供の置かれている状況を強 く認識す るとともに,

互いのよさを生か し,認 め合い,高 め合 う集団の育成を図 り,指 導の 自主的 ・実践 的な態度 を

育成す る ことが急務の課 題であ ると考 えた。 そ して,そ の課題 の解決のため には,望 ま しい集

団活動や様 々な役割分担な どの体験を通 して,児 童一人一人のよさや可能性を発揮す る場 を確

保 し,互 いに協力 し合 って,自 分たちの学校や学級生活を向上 させよ うとす る自主的 ・実践 的

態度を育成す る ことが必要で あると考えた。

また,特 別活動が,「 為す ことによ って学ぶ教育活動 」とい う特質 を持っ こ との意味を最大

限 に生か した活動 を展開す ることが,社 会の変化 に主体的 に対応 した くま しく生 きて い くこと

ので きる人間 の育成 にっなが ることと確信 し,本 研究主題を設定 した。

以上の研究主題設定の理 由を基 に,本 年度 は下記 の ことに重点を置いて研究す る ことに した。

・ 児童が課題意識を もって取 り組み,互 いの活動や役割を認 め合い,励 ま し合え る人間関係

を育成す る こと。

・ 望 ま しい集団の活動を通 して,自 分のよさを自覚す るとともに,そ の よさを集団の中で相

互に認 め合 い,励 ま し合 い,高 め合 ってい くことが可能 とな る場 の設定や支援の在 り方を工

夫す ること。

・ 一人一人 の児童の活動の様子をっぶ さに観察 し,児 童 自身の 自己実現へ支援 をす ること。

なお,研 究 を進 あるに当た って は,各 分科会が,次 の ような研究主題 を設定 し,共 通研究主

題 に迫 ることに した。

・学級活動低学年分科会

・学級活動 中学年分科会

・学級活動高学年分科会

・児童会活動分科会

・学校行事分科会

「みんなでっ くる楽 しい学級活動の工夫 」

話合 い活動を通 して

「よ さを認 あ合 い,意 欲を もって取 り組 む学級活動」

事前か ら事後 までの一連 の指導を生か して

「心お どる学級活動」

「全校 児童の関心 と参加意欲を高め る代表委員会の指導の工夫」

「や って良か った と思え る学校 行事の工夫 」
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II 「みんなでつ くる楽 しい学級活動の工夫」

話合 い活動 を通 して

(学級活動低学年分科会)

1主 題設定 の理 由

低学年の児童の特徴 と して,何 にで も興味 関心を もち,い ろいろな活動 に積極的 に取 り組 む

など意欲的 な生活態度がみ られ るようになる。 しか し,一 方で 自己中心的 な傾向が強 く,友 達

関係 も希薄で メ ンバ ー も一定 していない。 また,遊 びや活動場 面では,生 活経験が不足 し,社

会性が十分 に育 って いないため,ち ょっとした ことで いさかいになる こともある。

したが って,こ の時期の児童 に は,学 校 とい う大 きな集団での生活 を通 して,少 しずっ身の

回 りの こ とに気づ き,一 人一人 が問題 について 自分の意見を もち,友 達の意見 も聞 きなが ら,

話 し合 い,実 践 して い くことがで きるとい う経験を積ませ ることが大切 となって くる。

そ こで,児 童が 自分た ちの生活 について話 し合 って改善 してい くためには,「 互 いのよ さを

生か し,認 め合い,高 め合 う」学級集 団をっ くってい くことが大切で あ り,そ のためには学級

活動を 「みんなでつ くる」 とい う視点 と,「 楽 しく活動 で きる」 とい う視点で取 り組 む ことが

大切で あると考えた。 この視点 に立 って話合 い活動を工夫改善 する ことによって学級活動への

参加意欲が高 まり,自 主的実践 的態度が育っ と考え,本 研究主題 を設定 した。

2研 究仮説

「みんなでっ くる楽 しい学級活動 」を次の よ うにお さえた。

み ん な で っ くる とは … …

・話 合 い の進 行 役 が だれ で もで きる。

・議題(題 材)に っ いて 理 解 して い る
。

・議題(題 材)に っ いて 自分 の 考 え を もっ
。

・自分 の考 え を表 現 す る。

・友達 の意 見 を 聞 き,認 あ合 う。

・よ りよ い方 法 を みん なで 見 っ け 出す
。

・決定 に そ って みん なで 協 力 して 実 践 す る
。

楽 し く活 動 で き る と は… …

・お互 い に何 で も安 心 して 言 え る
。

・す すん で 参 加 で き る
。

・自分 た ちが 決 め た もの が で き る
。

・責 任 を も って 実 践 し
,成 就 感 を もっ 。

・参 加 して よか った とい う満 足 感 が あ る。

「みんなでつ くる楽 しい学級活動」 にす るためには,自 分の考えが先生 や友達 に大事 にされ

ている とい う実感 を もつ ことが大切であ る。

また,話 合 い活動で は,自 分 たちの学級 の問題 を学級全体で話 し合 った り実践 した りす る中

で解決 して い くことがわか り,そ のために自分 の意見を もち,友 達 の意見 も聞 きなが ら,お 互

いを認 あ合 う関係を作 ることが大切である との認識 に立 ち,次 の仮説 を設 けた。

究仮説

議題についての 自分 の考 えを もち,友 達の意見を大切に考 え,よ りよい方法をみんなで

見つけ出 し,実 践す る ことがで きるよ うな指導を工 夫すれ ば,楽 しい学級活 動を作 り出す

ことがで きる。
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3仮 説検証の視点一 一一一指 導の重点を,学 級会 グッズに置 き,以 下 の工夫 を した。

【視点1】 自分 の考えを持たせ るための工夫

○事前に議題 について知 る……学級会 コーナー,朝 の会や帰 りの会の活用,

話 し合 いのたね カー ド

○議題 について の自分の考えを まとある:学 級会 カー ド

【視点2】 友達 の意見を大切 にさせ るための工夫

○友達の意見 を認 める…学級の雰囲気作 り

○友達 の意見 を聞 く……各教科 ・領域 の中で ・聞 き上手 カー ド

【視点3】 問題 を解決 させ るための工夫

○話合いの進 め方 を知 る……輪番 によ る司会 ・話合 いグ ッズ

進あ方のパ ター ン

○司会 グループの役割 を明確 にす る……司会 グループ用 グ ッズ

○発表の仕方 を知 る……発表の仕方のパ ター ン

○ 自分の意見に固執せず,議 題の解決に向けて修正で きる

○終末の助書……教師の具体的な評価

○座席の工夫

【視点4】 実践 での工夫

○決 まった ことを共通理解す る……学級 会 コーナー

○役割 を決めて協力 して実践す る……実践場面での教師の支援

○次への活動の意欲を もっ ……実践 に対 す る励 ま し
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4研 究 内 容

実 践 事 例1年 議題 「み ん な で楽 し く遊 ぼ う」

【視 点1自 分 の 考 え を もっ よ うに な る た あの 工 夫 】

・話 合 い の た ね カ ー ドを全 員 に書 き ,ク ラ ス全 員 で議 題 を決 め る。

・学 級 会 コー ナ ー に議 題 ,話 合 いの 柱,司 会 グル ー プ を掲 示 す る。

・学 級 会 カ ー ドに 自分 の 考 え を 書 く。

【視 点3問 題 を解 決 す る ことが で き る よ うに な るた めの 工 夫 】

・司 会 グル ー プ に学 級 会 の 進 め 方 を 知 らせ る。

・話 合 い グ ッズを 活 用 し,問 題 点 を わ か りや す くす る。

・黒 板 を 見 な が ら進 行 で き るよ うな位 置 に
,司 会 グル ープ の 座席 を配 置す る。

〈活 動 の 概 要 〉

司 会 グル ープ は,手 作 りの 司会 者 用 バ ッチを そ れ ぞ れ 胸 に つ け,学 級 会 グ ッズを 準 備 した

り,黒 板 に 議 題 カ ー ドや柱 立 て カ ー ドな どを 貼 った り して,学 級会 が 始 ま る前 か ら意 欲 的 に

取 り組 ん で い た。

話 合 い は① 何 を して 遊 ぶ か② ど うや って 遊 ぶ か の2っ の柱 立 てで 行 った 。

柱立 て① で は,学 級 会 カ ー ドを使 い,事 前 に 自分 の考 え を ま とめて お いた の で,子 ど もた

ちは,進 ん で手 を挙 げ意 見 を発 表 す る こ とが で きた。 司会 は,進 め方 の パ ター ンに沿 って 進

行 した の で,混 乱 もな く,落 ち着 いて 大 きな 声 で進 め る こ とが で き た。 黒板 記 録 は,教 師 が

短 冊 に書 い た もの を黒 板 に貼 ったの で,無 理 な く,余 裕 を もって 活 動 す る こ とが で き,進 行

を助 け た。 賛 成 ・反 対 意 見 を 発 表 す る場 面 で は,手 作 りの 賛 成 マ ー クが 黒板 に貼 られ る た び

に,子 ど も達 は大 きな 関 心 を 示 して い た。 賛 成 の理 由 は,「 お も しろ い か ら」 「楽 しいか ら」

とい うワ ンパ タ ー ンな 発 言 に偏 って しま ったが,同 じよ うな 意 見 で も,手 を挙 げて 発 言 す れ

ば,賛 成 マ ー クが 貼 られ るの で,自 信 の な い子 ど もで も安 心 して参 加 す る ことが で きた 。 ま

た,黒 板 の 賛 成 マ ー クの状 況 を 見 る こ とに よ り,他 の 意 見 に 変 わ って い く子 ど も数 名 見 られ

た。

まだ 学 級 会 グ ッズ を 使 い始 あて か ら 日が 浅 い ため,黒 板 記録 の子 ど もが 使 い方 に戸 惑 った

り,ま ち が え て使 って しま った り した場 面 も見 られ た 。 しか し今,何 を 話 し合 って い るの か,

どの 意 見 に固 ま りか け て い る のか,ど の 意 見 に決 ま った の か を視 覚 的 に と らえ る こ とが で き ,

どの子 ど も も楽 しみ なが ら意 欲 的 に参 加 す る こ とが で きた。

柱 立 て① で は,「 た か お に 」を す る こ と に決 ま り,柱 立 て② で は 「す ぐに決 め られ るか ら」

とい う理 由で 日直 が 最 初 の 「お に」 を す る こ とに決 ま った。

〈考 察 〉

自分 た ちが 書 い た 話 合 いの た ね を も とに した議 題 で あ り,児 童 は議 題 を 自分 た ちの もの と

して と らえ る こ とが で きた。 学 級 会 カ ー ドに事 前 に 自分 の 考 え を記 入 した ため ,積 極 的 に意

見 を 言 う こ とが で きた。 司会 グ ル ー プ は,学 級 会 グ ッズ を とて も喜 び,そ れ を 使 う こ とに よ

って 役 割 が 明確 に な り,自 信 を も って 活 動 す る こ とが で きた。 学 級 会 グ ッズ を 自分達 で工 夫

して つ く る こ とに よ り,学 級 会 へ の 興 味 ・関 心 が 高 あ られ た。

5



5ま とめ と今後 の課題

(1)研 究の成 果

・ 学級会 コーナーの設 置や学級会 カー ドを事前に書 くことにより,何 を話 し合 うかが よ く

わか り,学 級会 をや ってみたい とい う意欲が高あ られた。

・ 話合 いのたねカー ドか ら議題 を見っ けて い くことによ って,自 分達が考えた ことが実現

で きて い くことを経験 させ,学 級 会を児童 自身の ものに して い くことがで きた。

・ 聞 き上手 カー ドを掲示 し,友 達 の意見を よ く考えなが ら しっか り聞 こうとす る姿勢が見

受 け られ るようにな って きた。

・ 児童か らの アイデアで話合 い グ ッズがつ くられ ることによ り,学 級会への興味関心 が高

め られ,楽 しく学級会がで きるよ うにな って きた。

・ 輪番制 による司会 グループは,グ ッズを使用 したり,そ の役割 を明確 にす ることによ り,

自信 を もって活動で きるよ うにな って きた。

・ 様 々な実践 を工夫 しなが ら行 うことによ り,み ん なで協力 して楽 しく活動で きたとい う

満足感を もたせ る ことがで きた。

(2)今 後の課題

① 児童が議題 にっいて理解 し,自 分の考えを もち,意 欲的 に話合いに参加す るには,話 合

いのたね カー ドに記入 して いる事柄を どう議題 と して取 り上げてい くか,話 合 いの柱を何

にす るかを十分検討 す る必要が ある。

② 発言す ることに多 くの児童が満足 してい るが,今 後 は短時間で深ま りのあ る話合 いがで

き,話 し合 った ことを早 く実践で きるように指導の工夫 を して い くことが大切で あ る。

③ 学級会 グ ッズによ る楽 しい学級活動か ら,話 合いの内容 による楽 しさへ と質的向上 をは

か るた めにどう指導 してい くかが課題であ る。
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皿 よさを認め合 い,意 欲をもって取 り組む学級活動

事前か ら事後 までの一連の指導を生か して

(学級活動中学年分科会)

1主 題設定 の理 由

中学年 の学級活動の実態を振 り返 ると,「 楽 しい」と答え る子供がほ とん どで ある。それ は

何事 に もや る気が あ り,活 気があふれてい ることに根 ざ しいて ることと考え られ る。そ う した

中で,意 見 は言 いた いが言 い方が分 か らない子供,発 言 に自信 が もて ない子供,司 会 はや って

みたいが,ど の ように進 めていけばよいのか戸惑 う子供 もい る。 また,話 合 いの中で 自分の意

見 に こだわ ったり,相 手 の考えを よ く確か めず に,友 達の意見 に反対 して しまった りす ること

もある。

これ らの ことは,子 供が 自主的 に活動 し,学 級 の一員 としての所属感 に満 ちた学級集団 をっ

くるうえでの課題 として,本 分科会で は受け止 めてい る。

この課題 について,子 供 たち一人一人を教 師 も子供 も互 いにか けがえのない一員 と して と ら

え ることを,本 研究の原点 にお き,事 前 ・事 中 ・事後の一連の具体的な支援 を工夫す ることに

よ り,子 供 同士がかかわ り合 う活動を通 して,子 供 自 ら互いのよ さに気づ き,認 あ られ ること

に 自信 を もち,進 んで学級の一員 と して活動す るよ うにな ると考え,本 研究主題を設定 した。

2研 究仮説 と仮説 検証の視 点

子供が 自ら願 いや希 望を もち,そ れ らを互 いに共有 し合 うことは,互 いの良 さを認 め合い,

次の活動への活力につなが る。一連 の活動を通 して,子 供相互 のかかわ りを認め支援 してい く

ことが求 め られてい る。

これ らの実践 を積み重 ねる ことによ り,子 供 自らが互 いの よさを学級生活 に生かす よ うにな

ると考え,下 記 の研究仮説 を設定 した。

研究仮説

子供主体 の活動を通 して,自 ら互いの考 えを学級全体 に生かすよ うな支援 を工夫すれば

よさを認 め合 い,意 欲を もって取 り組 む学級活動 になるだ ろう。

7



仮説検証の視点

視 視点1 視点2友 達 のよい ところを見っけ

点 意識づけの工夫 認あ る場 の工夫

視

点 一人一人が学級活動 に意欲的 に取 り組
学級活動の一連の活動 の中や,そ の

の む た め に は,事 前,事 中,事 後 の 一 連 の 他の場面で,友 達のよい ところを見っ

捉 活 動 の 中で,自 信 を も って,よ さを 発 揮 け認 める場を設定す ることで 一人一人

え で きるよ うに工夫す ることが大切だ と考 が 自信を もち,よ さが発揮 され ると考

方 え た 。 え た 。

1,活 動 に つ いて の 見 通 しを もち,イ メ 1.計 画 ・準 備 の 過 程 で の 工 夫

一ジを膨 らませ る工夫 ① カ ー ドを みて,一 言 励 ます 。

①計画委員会を充実 し,自 信を もって 普段意見が言えない子がめ あて に

司 会 が で き るよ うに す る。 そ った こ とを か い て い た ら,自 信

②学級活動 ノー トに 自分 の考えを まと を も って 言 え るよ う声 をか け る。

めて か ら,会 に望 む 。 ②指導計画をたて,活 動に見通 しを

方

③話合 い当日の様子がわか るよ うに,

楽 しみ に待つ ような掲示物 や コーナ

1も つ 。
1

2.実 践 の過 程 で の 工 夫

一 を工 夫 す る。 ①議 題やね らいにそった活動 になる

2.一 人 一人 の考 え を,全 体 に生 か す 工 よ う支援 す る。

夫 ②動的な活動 をとり入れ ることによ

①一人一人 の願 いや考えを大切 にで き り,互 いに共感 しあえ る内容にす

る よ うな 議題 を考 え る。 1る 。

②ね らいにそ ・た話合 い活動にな るよ[3.評 価の過程での工夫
　

うに支援 す る。 ①会の最後に友達 のよか った点を認

③ 一 人 一 人,グ ル ー プの 考 え を生 か す め 合 う。

ように話 合いをすすめ る。 ②教師がカー ドに認 ある言葉を書い

策 ④一人一人の考えを生かす ように座席 て 返 す 。

の 工 夫 を す る。 4.学 校生活全体 の場 での工夫

3.役 割 分 担 を 明 確 に し,一 人 一 人 の 良 ① 朝 の 会,帰 りの会 で もよか った こ

さを生かす工夫 とを 報 告 しあ う。

①司会 グル ープな どの役割 を明確にす ②友達や係のがんば っているところ

る 。 を認 めた り,感 謝 した りす る気持

②話合 い後の活動での役割 を明確 にす ちをカー ドに書いて掲 示 した り,

る。 渡 した りで き るよ うに す る。

1
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3研 究 内容 マ

(1)実 践 事 例3年 議 題 「3年2組

視 点1及 び2

〈活 動 の概 要 〉

お楽 しみ係 が 提 案 した20分 休 み の 全 員遊 び が季 節 が ら

雨 の 日が 多 く,予 定 通 りに いか な い こ とが続 い て しま った。

そ こで 「雨 の 日の 遊 び を考 え よ う」 との提 案 にな った。

まず 「雨 の 日の休 み 時 間 のす ご し方 」の ア ンケー トを取 り,

そ れ を も とに どん な遊 びが した い か を発 表 して グル ー プ作

りの 意 欲 づ け を した。 ま た みん なで 楽 し く雨 の 日 に室 内で

遊 ぶ に は どん な こ とに 気 を っ け た らよ いか 話 合 い,「 雨 の

日ク ラブ 」 の 約 束 に した。

雨 の 日クラブを作 ろう」

意欲づ けの工夫 ・友達 の良 い ところを見つけ認 める工夫

本時 は,一 人一人の考えが生 かせ るグループを作 り,発 表会形式 による掲示 に し,自 信 を も

ち,進 んで発表で きるよう 「発表 カー ド」に役割分担 とああてを書 き込んで会 にのぞんだ。広

い多 目的室で発表 しやすいよ う,グ ループ ごとにテーブルに座 り,十 分相談 した り,短 時間で

分 か りやす く発表 した りで きるよ う工夫 した。

〈考察 〉

季節 に合 った雨の 日の遊 びの工夫 とい う議題 を取 り上げ興味を も?て 話合 うことがで きた。

まだ,雨 の 日クラブの約束を はっきりさせた ことで クラブ活動内容が よ り具体的 にな り,仲

間 と声 をかけ合 い楽 しく発表会の準備がで きた。 さ らに発表会での役割 を分担 し,「 発表 カー

ド」にめあてを書 き,取 り組む ことで,活 動意欲が高 まった。友達の良 い ところの発表を取 り

入れ ることで,日 頃自分の意見を発表す ることが苦手 な子供 も友達の意 見に耳 を傾 け,最 後 に

良い ところを見つ け,発 表で きるようになろた。

「や ってみたい と思 った クラブ」の発表ではそれ ぞれの クラブの良 さを見 っけた り,自 分の

中 に取 り入れて い こうとす る姿勢が見 られた。 また活動実践の 中で,自 分たちの クラブだ けで

な く他の クラブに入 って遊ぶ ことにより互いの良さを認 あるこ とがで きた。 さらに,と な りの

クラスの仲間入 りや校 内での広が りがで きた。

(2>実 践事例4年 議題 「ちとせ会 との交流会 一ゲー トボールを しよ う一」

視 点1意 欲づ けの 工 夫

く活 動 の 概 要 〉

地域 の お年 寄 りの グ ル ー プ 「ち とせ 会 」 との 交流 会 を

開 き,一 緒 に ゲ ー トボ ー ル を しよ う!と い う提 案 が あ り

み ん な で 話 し合 った とこ ろ,「 ち とせ 会 の人 た ち に喜 ん

で も らえ る よ うな会 に した い。 」 と い う こ とに な った。

そ こで,一 人 一 人 が 意 欲 を もって 取 り組 め る よ うに,

また,ち とせ 会 の 方 と も親 しみ を も って接 す る こ とが で

きるよ うに,全 て グル ープで役割分担 しすすあてい った。プ ログラムの大 きな流れ に合わせて

① に こやかにお迎え②楽 しくゲー トボール③ なかよ く会食④ さような らまた会 いま しょう⑤ ア

9



ルバ ム作成の5つ に分けて,提 案か ら当 日の活動 まで を行 った。

本時は,① のお迎 え係か らの提案 について話合 い,グ ル ープが考えた ことを もとに,さ らに

楽 しい会が運営 され るよ うに工夫 した。

〈考察 〉

グル ープ ごとにr提 案か ら実践 まで責任を もって行 ったので,一 人一人 のやるべ きことが明

確に され,意 欲 を もって取 り組む ことがで きた。 そ して,そ れぞれの グループで考えた内容が

プ ログラム とな って提示 され たので,見 通 しを もって活動で きた。

ち とせ会 の方 々 もそれぞれの グループに入 り,手 作 りの名札をっけたので 「○○ さん」 とま

るで 自分 のお じいちゃんのよ うに親 しげに接 し,肩 を たたいてあげるなど温か い姿を見 ること

もで きた。

また,こ の会の後,「 矢 ロフェステ ィバル」にお いて,全 校 児童 に もゲー トボールを体験 し

て もらい,ち とせ会の方 々との触れ合いを広める ことがで きた。

4ま とめと今後 の課題

(ll研 究の成果

① 視点1意 欲づ けの工夫

計画委員会を組織 し,話 合 い活動のための事前 の活動をす ることによ り,司 会,記 録,

運営 に見通 しを もっ ことがで きた。同時に全 員が学級活動カー ドに 自分の考え をまとめ る

機会を設定 す ることによ り,実 践の場 において,議 題の解決や題 材への努力 に向か って,

一人一人の考えが学級 に反映す るようにな った。 その結果,学 級 生活へ の課題意識 も,高

まった。

さ らに,一 連の活動の場 において司会 グループや各場面での活動の役割 を担 うことによ

り,子 供が 学級の一員 として その役割を果たそ うと努力す るよ うにな った。

②視点2友 達 の良 い ところを見っけ,認 め る場の工夫

学級活動 カー ドを工夫 し,「 学級活動を楽 しくす るために」 とい う話合 い活動 に取 り組

む実践的態度 を培 うための資料を作成 した。各活動の 中で,そ れを活用す る ことによ り,

子供一人一人が互 いに議題や題材,ね らいにそ って協力 し合い,見 通 しを もって活動す る

よ うにな った。 さ らには,こ うした活動を学校生活全体に生 かす場 を担任が確保す ること

によ り,互 いによいところに気づ き,認 め合い,高 め合 うよ うにな って きた。

(2)今 後 の課題

子供一人一人の願 いや希望,考 えを生か した学級活動 にするためには教師の支援 は不可欠

であ る。

○一連の活動の中で,で きるだけ多 くの子供の考えを反映 させる支援

○子供一人一人の発達段階や個人差を配慮 した支援

○子供相互が心を通わせなが ら活動す ることがで きる支援

○限 られ た時 間数の中で,子 供が見通 しを もって活動す ることがで きる支援

以上4点 の視点を さらに深 めてい くことで,他 の学習活動の場 面に も生か して い くよ うに

したい。
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IV心 お ど る 攣 級 活 動

(学級活動高学年分科会)

1主 題設 定の理 由

5,6年 生 の児童 は,小 学校の最高学年 と して,低 学年か ら培われて きた学級集団 と しての

意識が最大 限に高 まる時期であ る。学級活動 の充実 と向上 に関す る諸 問題への取 り組みや解決

が 自主 的,実 践 的に行え る年齢であ る。

しか し,学 級 内の諸問題を児童 自身が見いだ して解決 し実践で きた喜 びを味わ って きた経験

が少ない現状が ある。 その理 由と して3っ あ る。

1っ 目は,児 童 を とりま く 「豊かな生活 」である。 「もの」 に関 して何 も不 自由な思 いをせ

ず,満 たされた生活で育 って きた児童 にとって,自 ら身の回 りの問題 に気づ き,解 決 してい こ

うとす る欲求 は,育 ちに くい。

2っ 目は,時 間の余裕が ないことであ る。帰宅後,塾 や習い事で時間に追われ る生活をす る

児童は多 い。受験希望の児童 は,5,6年 生 になる とと りわけ忙 しくなる。 そのため,み んな

で何かに取 り組 もうとす る余裕がな くな りが ちで ある。

3つ 目に,人 間関係の希薄化が挙げ られ る。放課後の遊び場が限定 され,仲 間 と思い切 り遊

べ る広場が あま りない。すで に児童の生活の一部 にな ってい るフ ァミコンは,様 々な人閤関係

を経 験で きる要素が少 ない。かって,遊 びを通 して 自然 に学んだ仲間意識 も,今 は育 ちに くい。

しか し,児 童 は,以 上の よ うな現状 に満足 して いる訳で はない。 「もっといい クラスに した

いな。 」 とか,「 みん なで楽 しいことをや りたいな。 」とかの願いを もっている。 これ らの児

童の願 いを自分 たちの力で実現 してい く喜びは,学 級活動の時間によ り多 く味わ うことがで き,

児童の主体 的な活動を生み 出 してい くもの と考 える。

そ こで本分科会で は,課 題を見つけ実践 す るまで の活動 にお いて,児 童が さ らに生 き生 きと

心弾ませなが ら,期 待感,満 足感を もって取 り組 あ る 「心お どる」学級活動 を 目指す ことと し,

本主題を設 定 した。

2分 科会 主 題 の とらえ 方

「意 見 が 言 い た い。Jr早 く話 し合 いた い。 」 「も っ と知 って も らい た い 。 」 「絶 対 や って

み た い。 」 「よ し,決 ま った。 」 「もっ と,何 か や って み た い。 」等 々の 心 の 高 ま りを,学 級

活 動 の 中 で,児 童 一 人 一 人 に多 くの 場 面 で 一 瞬 で もい いか ら感 じ取 って ほ しい と願 って い る。

なぜ な ら,こ の よ うな心 の高 ま り,っ ま り物 事 に対 して の よ り強 い期 待,満 足 感 が,さ らに そ

の 後 の よ り 自主 的,実 践 的活 動 を生 む と考 え るか らで あ る。 本 分 科 会 で は ,こ の心 の高 ま りを

「心 お ど る」状 態 で あ る と と らえ た。 尚 ,こ の よ うな 「心 お ど る 」状 態 を 生 み 出 す根 本 に は,

共 通 研 究 主 題 の 「互 い の よ さを生 か し,認 あ 合 い,高 め あ うゴ集 団 活 動 で あ る こ とが,不 可欠

で あ る。

さて,こ の よ うな,心 お ど る こ とは,教 師 や 第 三 者 が教 え る こ との で きな い もの で あ る。 一

人 一 人 の 児 童 が 「実 感 」す る もの で あ る。 支 援 者 で あ る教 師 の 役 割 は,「 心 お ど った 」 と感 じ
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させ る手 立 て を 整 え る こ とが大 切 で あ る。

そ こで,本 分 科 会 で は,そ の手 立 て を まず,よ り切 実 な議 題 を 発 見 し,そ の議 題 につ いて,

話合 い が 「待 ち遠 しい」 と感 じるよ うな事 前 の 活 動 を充 実 させ る必 要 が あ る と考 え た。 そ して,

互 い の よ さ を生 か し合 う話 合 い を展 開 し,「 よ し,決 ま った。 」 とい う満足 感 を体 験 させ る。

さ らに,実 践 で は,「 わ あ,や れ た。 」 と満 足 感 が 得 られ る活 動 の 工 夫 を す る。 これ らの こ と

によ り,次 の学 級 活 動 へ の 期 待 感 は,よ り高 ま り,「 心 お どる 」状 態 を 多 くの場 面で 感 じる こ

とが で き るよ うに な るだ ろ う。 以上 の こ とか ら研 究 仮説 を っ ぎの よ う に設 定 した。

3研 究仮説 と仮説検証の視点

研究仮説

事前の活動を充実 させ,互 いの よさを生 か し合 う話 し合いや,満 足感が得 られ る実践がで

きれば,次 の活動への期待感が高 まり,心 おどる学級活動にな るで あろ う。

《仮説検証の視点》

学級活動 におけ る場面 ごとに心お どる状態を 事前 「待 ち遠 しい」 話合 い 「よ し 決ま っ

た」 実践 「わあ やれた」 と,と らえ た。

実 行 委 員 会

視 点1

① よ り切実 な議題

讐 ③活動への②議題 の 遠

共有 化 し 見通 しを も
い

たせ る話合

いの焦点化

視 点2

① 自我関与の意識化

よ

欝 誌 ③奨価のエ
の支援の 熟

工夫

視 点3

①実践にむけた活動の工夫

わ②
役割活 あ ③一連の活

や
動の遂行 れ 動 のふ りかた

え り

議璽

ち

i
研 究 の 方 法1

↓ ↓ ↓

・児童 が話 し合 いた くな る

様な議題集 めの手立て

・議題 を共有化 させ るため

の手立 て

・学級活動 カー ドの 内容 と

活用方法 の工夫

・教 師 の 支 援(賞 賛)の 工

夫 の 検 討

(評 価 カー ド)

・自己評 価 ,相 互評 価,教

師の 評 価 の 方 法

・実 践 に向 け た準 備 の手 立

て

・一 連 の活 動 のふ りか え り

(新 聞 ・作 文 ・日記 等)

や ったぜ カ ー ド や ったぜ カ ー ド や ったぜ カ ー ド
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4研 究 内容

(4)視 点1「 待 ち遠 しい」 と期 待 感 が 高 ま る実 践 事 例

6年 議 題 「心 お ど る ク ラス の ペ ー ジに な る よ うな 卒 業 文 集 の計 画 を立 て よ う」

〈概 要 〉 議 題 が 児 童 に と って 切 実 で あ り,議 題 の 共 有 化 や 焦 点 化 す る こ とは 「話 合 いが 待 ち

遠 しい 」 に結 び っ くの で は な いか と考 え た。 そ こで,児 童 の 内 面 を 知 る手 が か り と して 「や っ

た ぜ カー ド」 を作 成 した。 一 連 の 活 動 を6つ の場 面 に分 けて,一 場 面 ご とに 児 童 の 内面 を 見 つ

め させ,カ ー ドに書 かせ た。 議 題 決 定 の 場 面 にお い て は,「 卒 業 まで に学 級 と して どん な こ と

を した い か。 あ るい は どん な こ とを す れ ば よい の か 。 」 の投 げか けで,多 くの 議題 の 中か ら決

定 した 。 カー ドに は 「よ い議 題 に決 ま って 良 か った 。燃 え られ そ うだ 。 」 等 と書 か れて い た。

話 合 いの 計 画 の 場 面 に お い て は,提 案 理 由 ・め あ て ・話 合 いの 柱 につ いて 実 行 委 員会 か ら提 案

され,み ん な で 確認 しあ った。 「よ し,こ れ で 大 丈 夫 。 」 と全 員 が 納 得 した と ころ で,学 級 活

動 カ ー ドに一 人 一 人 自分 の 考 え を書 い た。 その 後,実 行 委員 会 は みん なの 考 え を 整理 し,提 示

した り印 刷 した り して個 々が話 合 い に臨 みや す い よ う に準 備 した。 この よ うな 手立 て を と った

こ と に よ りカ ー ドに は 「ど こに もな い文 集 を つ く って み せ る」 等 が 書 か れ,ど の 児 童 か ら も

「話 合 いが 待 ち遠 しいな あ 」 とい う強 い思 いが 伝 わ って きた。

〈考察 〉 「や ったぜ カ ー ド」 を 活 用 す る こ とに よ り,一 連 の活 動 の 中 の い ろ い ろな 場 面 で の 一

人 一 人 の願 いや 思 いが よ くわ か り,支 援 しやす い。 ま た活 動 を振 り返 り,次 の 活 動 へ の ステ ッ

プ に 役立 たせ る こ とが で きた 。

(2)視 点2の ③ 「よ し 決 ま っ た」 と満 足 感 を得 られ る実 践 事 例

5年 議 題 「仲 良 くな ろ うパ ー ト2・ 給 食 の 時の メ ンバ ーを 決 あ よ うJ

〈概 要 〉 年 度 当初 に クラ スで 話 し合 って 決 あ た学 級 の 目標 「仲 良 く助 け合 う」 とい うこ と を

実 現 す るた め の1っ と して,給 食 の 時 の メ ンバ ー を工 夫 す る こと に な った 。 仲 良 くな る た め に

は どん な メ ンバ ー が い い だ ろ うか話 し合 う前 に,司 会 者 グル ー プ は,学 級 活 動 カ ー ドに記 され

たみ ん なの 意 見 を 分 か りやす く,分 類 して カ ー ドに して お い た。 ま た,教 師 も励 ま しの言 葉 を

書 き入 れ,話 合 い に生 か され るよ うに した。 友 達 の 意 見 を 聞 く とき に,う なず い た り同 意 で あ

る こ とを示 した り して,誰 で もが安 心 して 意 見 が 言 え る よ うに す る こ との 大 切 さ も気 づ か せ て

い った。 話 合 い活 動 の 終 わ りに は,学 級 活 動 カ ー ドに各 自が 反 省 を書 く と と もに,頑 張 った 友

達 の 名前 を書 か せ る よ うに した 。 話 合 い活 動 で 目標 とす る項 目を分 か りやす く書 き表 し,そ れ

に そ って 反省 す るの で,お の ず と 目標 に沿 って 友達 の い い と ころ が み っ け られ た。

〈考 察 〉 事 前 に,司 会 者 グル ープ に学 級 活 動 カ ー ドに 目を 通 させ,意 見 を整 理 させ て か ら話

合 い に 臨 ませ る と多 くの 意 見 が 話 合 い の場 に 出て,友 達 の 考 え が よ く分 か って 話 合 いが 深 ま っ

た。 ま た,話 合 いの 過 程 で,話 合 い に ど うか か わ ったか 見 つ め や す くす るた め に,学 級 活 動 カ

ー ドに 反省 す る 内容 を 項 目 と して 書 き表 して お く と,評 価 が しや す くめ あて も立 て や す か った 。

友達 の い い と ころ を発 表 し合 う こ とで,友 達 の よ さが 分 か り励 み とな った。 そ して,一 人 一 人

が 自信 を も って 話 合 い に参 加 す る よ う にな って きた。
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(3)視 点3の ② 「わあ やれ た」 と満足感を得 られ る実践事例

5年 議題 「ゴース トス リラー館のお店を きめよ う」

決 ま ったことがなかなか実践 されない という問題点を解決す る方法の一っ と して,話 合 いが

終わ ってか ら実践 に向けた活動 を さらに意欲的 に行 うたあの実行委員会を作 った。

この委員会 は,議 題の収集か ら実践 までの一連の活動を中心 に行 う委員会であ る。

〈概要 〉 西亀子供祭 りで兄弟学級で ある3年 生 と 「ゴース トス リラー館 」の出 しものをす る

ことにな った。実行委 員にな った児童 は,事 前の活動では3年 生の意見を聞 きそれ を クラスの

児童 に伝え るパ イプ役にな った。 「3年 生の考え も大切に して みん なが楽 しくな るお店 を決 め

よ う」 とい う話合 いのめあて も提 案 し,多 くの賛同 も得 られ た。話合 いにおいては,司 会グル

ープにな り,学 級会 は,も ちろんの こと学級会で決 ま らなか った ことや,実 践 に向けて 話 し合

わなけれ ばな らないこと,確 認 しなければな らない ことを朝 の会 や帰 りの会で も中心にな って

進めた。実践 に向けて は,各 お店の準 備の進み具合を確認す る役割 も果 た した。進み具合を報

告す る会 も中心 になって行 った。実行委員にな った児童 は,話 し合 ったことが成功す るよ うに

自 ら進んで活 動 しクラスのみん なを リー ドしなが ら準備を進めた。

〈考察 〉 実行委 員会 を作 った ことによって,次 のよ うな成果が挙げ られ る。

・一連の活動を中心 的役割で行 うため,決 まった内容が よ く分か っていて,次 に何を話 し合え

ばよいか,実 践にむけて の必要 な話合 いが期待で きる。

・話合 いで決ま った ことが実践 に向けて,準 備が進 んで いるか,そ の進 み具合 を中心 とな り把

握す るので実践への活動が 明確 にな り,多 の児童 の意欲が高 まる。

5ま とめ と今後の課題

(1)研 究の成果

①事前の活動(議 題 集め ・議題 の共有化 ・学級活動カー ドの活用)を 充実 させ る ことにより,

話合 いに見通 しを もって臨み,話 合 いを深め ることがで きた。

②教師の評価,児 童の 自己評価 ・相互評価等の工夫をする ことにより,児 童 の変容 をっ かみ

次のステ ップに生 かす ことの大切 さが分か った。

③実行委員会が,一 連 の活動(議 題収集か ら振 り返 り)を 中心 とな って行 うため,実 践への

活動が明確 になり,児 童の満 足感 ・達成感が高ま った。

(2)今 後の課題

①教師の評価,自 己評価,相 互 評価 などの方法で記録 された資料 を,ど のよ うに生 か し,次

の活動 に結 びつけてい くのか,さ らに検討 してい きたい。

②実 行委員会 の充実 のたあ,活 動 時間の工 夫,見 通 しを もった計画,実 行力 を どう育てて

い った らよいのかを,考 えてい きたい。
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V全 校児童の関心 と参加意欲 を

高める代表委員会の指導の工夫

(児童会活動分科会)

1主 題設定 の理 由

児童会活動のね らいは,「 児童が,自 分 たちの学校生活を向上 させよ うとす る意図の下に,

学校生活 に関す る諸問題を解決す る活動及び学校 内の 自分た ちの仕 事を分担処理す る活動を

自発 的,自 治 的に行 うことによって,自 主性 と社会性を養 い,個 性 の伸長 を図 る」ことにあ

る。 このね らいを達成す るため には,児 童 会活動 にお いて,異 な る年齢 の児童が互 いに協力

して 自分たちの生活 の向上を 目指 してい く体験的な活動が,重 要な意義を もっ。 また,代 表

委員会児童を含 め,す べての学年の児童が,そ の学年段階な りに自分たちの児童会活動 に関

心を もち,学 校生活 をよ りよ く,よ り楽 しくしてい くたあに進んで参加 して い くことが重要

であ る。

しか し,実 際には,代 表委員 をは じめ とす る一部の児童の活動に とどまる ことが多 く,各

学年の児童が,代 表委員会の活動や 自分たちの児童会活動 にっいて十 分に理解 して いるとは

言えない。本分科会 に所属す る研究員の学 校 において実態調査を行 った ところ,代 表委員会

が どの ような活動 を して いるか にっ いて知 っている児童 は,高 学年 で も半数程度で,他 の学

年 はかな り少なか った。 また,代 表委員にな りた くない理 由と しては 「大変だか ら。」 「遊

ぶ時間がな くな るか ら。 」などの理 由が多か ったが,「 どの ような ことをす るのか分か らな

いか ら,な りた くない。 」 とい う理 由を挙げ る児童 もいた。一方,児 童会集会活動 に対 して

は 「楽 しか った。 」 と答 える児童が多 いが,楽 しくなか った理 由と して 「毎年 同 じ内容でつ

ま らない。」 「見 てい るだ けでお もしろ くない。 」 とい う意見が高学年児童か ら出されて い

た。

以 上の ことか ら,児 童会活動 を活性化 して児童 の自主性 と社会性 を育てて い くためには,

児童会活動にっいての広報活動 を充実 して全校児童の関心を高め,各 学年 の児童の考えや願

いを取 り入れた活動 を計画 して全校児童の協力によ る活動 を展開 してい くことが重要 と考え,

本研究主題 を設定 した。

2研 究仮説 と仮説検証 の視点

(1)研 究仮説 にっいて

児童会活動 を活性化す るたあ には,代 表委員会の話合 いを充実す るとともに,全 校児童の

協力 と参加 を図 って い くことが欠かせない。 児童会活動 についての各学年児童の理解が十分

ではない実態 を考え ると,ま ず その活動 にっいて効果的 に知 らせ,全 校 児童の関心を高め る

ことが出発点で ある と言え る。そ して,各 学年児童の考えや願 いを吸い上 げて,全 校児童の

協力 による活動を積み重ね ることによ り,参 加の場面を増や し,み んなでや り遂 げた成就感

を持 たせて い くことが必要であ る。

以上 の ことか ら,次 の研究仮説を設定 した。
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究仮説

代表委 員会 において,全 校児童に活 動のね らいと内容を効果 的に知 らせ,全 校児童の

協力 によ る活動 を積み重ね ることによ って,意 欲的な児童会活動 となるであろ う。

(2)仮 説検証の視点 につ いて

児童会活動 に対す る全校児童の関心 と参加意欲を高めてい くためには,ま ず,広 報活動 の

充実が必要 となる。代表委員会では どの よ うな話合いを しているのか,児 童会の各活動が 自

分たちの生活 とどの よ うに関わ っているのか などを効果的に伝え ることが,全 校 児童の関心

を高め ることにっなが ると考え る。また,児 童会活動 に対す る活動意欲の持 続や進展 のため

には,全 校 の児童 の参加の場を増や して い くことが必要 となる。 自分た ちの考えや願 いの 反

映 され る活動,自 分 たち自身の参加場面 のある活動であ って こそ,み んなで協力 して や り遂

げ る喜び も持て る と言え る。

そ こで,次 の2っ の視点 と手だてを設 けて,検 証を進あ ることと した。

視点1全 校 児童の関心を高め る広報活動の工夫

・ビデオ,校 内放送,児 童集会等によ る効果的な広報活動

・代表委 員会だよ りや掲示板等の活用

視点2全 校 児童の協力 による活動の工夫

・事前や事後 のア ンケー ト等によ る児童の考えや願いの吸い上 げ

・各学年段 階に応 じた参加の工夫

・異年齢集 団活動の工夫

3研 究内容

実践事例1広 報 ビデオ 「みん なの児童会活動 」

校児童 の関心を高める広報活動 の工夫

・ビデオ,校 内放送,児 童集会等 による効果的な広報活動

〈活 動 の概 要 〉代 表 委 員 児 童 と担 当教 師 に よ って,児 童会 活 動 につ いて の広 報 ビデ オ を作 成 し,

集 会 の 時 間 に全 校 に放 映 した 。 内容 は,「 児 童 会活 動 って どん な 活 動?」,「 代 表委 員会 の

話 合 い の様 子 」,「 議 題 箱 の紹 介 」 な どで 構 成 し,実 際 の活 動 場 面 を 映 す と と もに,イ ラ ス

トやBGMを 用 いて 効 果 を 高 め るよ うに した。

〈考 察 〉 ビデ オ視 聴 後 の ア ンケ ー ト調 査 に よれ ば,ど の学 年 も,半 数 以 上 の 児 童 は 「(児 童 会

の 活動 が)分 か った。 」 とい う回答 を示 した。特 に 高学 年 児 童 か らは 「今 ま で代 表 委 員 会 の

仕 事 が分 か らなか った け ど,こ の ビデオ で 分 か った 。 」 「代 表 委 員 が が ん ば って い るか ら,

ぼ くた ち もが ん ば って,い い学 校 に した いで す。 」 な どの 感 想 が 寄 せ られ た。 この こ とか ら,

ビデ オ を通 して の 広 報 が,児 童 会 にっ いて の 全校 児 童 の関 心 を 高 め る こ とに役 立 っ とと もに ,

互 いの よ さを 認 め 合 い 高 め合 う機 会 と して も生 かせ る こ とが 確 か め られ た。
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実践事例2題 材 「みんなの願 いが入 った運動会のス ローガ ンをっ くろう」

全校児童 の関心を高める広報活動の工夫

・ビデオ,校 内放送,児 童集会等 による効果的な広報活動

・代表委員会だ よりや掲 示板 等の活用

校児童の協力 による活動 の工夫

・事前や事後の ア ンケー ト等 によ る児童の考えや願 いの吸い上 げ

運 動 会 は,学 校 行 事 の 一 つ で あ るが,児 童 会 な どの組 織 を 生 か した 運 営 を考 慮 し,児 童 の 積

極 的 な参 加 意 欲 を もたせ る こ と は大 切 な こ とで あ る。 特 に ス ロ ーガ ン作 り は,全 校 児童 の 協 力

の 態 度 を 育 て,運 動 会 を成 功 させ る雰 囲 気 を っ くる上 で,有 効 な活 動 の 一 つで あ る。 そ こで,

広 報 活 動 を 充実 さ せ,ア イ デ アや ア ンケ ー トに よ る児童 の考 えの 吸 い上 げ な どを 工 夫 した。

〈活 動 の 概 要 〉 全校 児童 の関 心 を高 め るた め に,運 動 会 キ ャ ンペ ー ン ビデ オ を 制 作 した。 こ

の ビデ オ にお い て,昨 年 度 の運 動 会 の映 像 と,運 動会 を 盛 り上 げ る た め に ス ロー ガ ンを 募集 す

る こ とを,議 長 団 が 説 明 した。 これ を朝 の 会 の 時 間 に流 し,そ の場 で 各 クラ ス担 当 の 代 表委 員

が,代 表 委 員 会 だ よ りを配 り詳 しい説 明 を した。 さ らに,集 会 時 の呼 び か けや,児 童 会 室前 の

掲 示 等 を通 して 全 校 児 童 に分 か るよ う呼 びか け た。 そ して,各 学 級 か ら案 を 出 して も らう と と

もに,議 題 箱 で 個 人 の ア イデ ア を 集 め る こ とに した。

出 され た案 の 中か ら,運 営 委 員 会 で4つ の 原案 に しぼ り,代 表 委 員 会 で の話 合 いを 行 った 。

rl年 生 か ら6年 生 まで の 全 校 の 児 童 に と って,言 いや す く覚 え や す い ものJrみ ん なが 力 を

1つ に して が ん ば れ る もの 」 を め あ て と して話 合 い を行 っ た。 児 童 は,よ り良 い ものを 作 ろ う

と して そ れ ぞれ の 案 か ら良 い と こ ろを 見 っ け だ し運 動 会 の ス ロ ーガ ンを 決 定 した。

そ して,運 動 会 当 日まで の 広 報 活 動 と して,決 定 した ス ロ ーガ ンが 全 校 で考 え作 られ た もの

で あ る こ とを意 識 させ る た あ,代 表 委 員 会 だ よ りで決 定 まで の 様 子 を 知 β せ,プ ログ ラ ム に ス

ロー ガ ンを 印刷 した。 ポ ス タ ーの 中 に ス ロー ガ ンを入 れ,昇 降 口 に ス ロ ーガ ンの掲 示 を した。

開 会 式 に お い て は,代 表 委 員 が 作 っ た大 きな ス ロー ガ ンを掲 示 し,全 校 児 童 が 声 を そ ろ え て ス

ロー ガ ンを読 み あ げ,発 表 の場 を設 け た。

〈考 察 〉 事 後 ア ンケ ー ト(4年 生 以 上)に よ る と,キ ャ ンベ ー ン ビデ オ を見 て,9割 以 上 の

児 童 が 「ス ロー ガ ン作 りに協 力 しよ う。 」 と考 え,2割 の 児 童 が 「議 題 箱 に 自分 の 考 え た ス ロ

ー ガ ンを 入 れ て み た い 。 」 とい う結 果 が 得 られ た。 また,決 定 した ス ロー ガ ンにつ い て は,9

割 以 上 の 児 童 が 良 か った と評 価 した。 その 理 由 と して,「 赤 も白 も優 勝 に 向か って が ん ば れ る

ス ロ ーガ ンだ った か ら。 」 「学 校 の みん なが 考 え たか ら。 」 な どを あ げ て い る。 さ らに9割 以

上 の 児 童 が 「代 表委 員 会 は運 動 会 を盛 り上 げ る努 力 を して い る。 」 と考 えて い た ことが 分 か っ

た。 これ に よ り代 表 委 員 も,「 自分 た ちが 相 談 した こ とが 全 校 の ス ロー ガ ン とな り,学 校 の 行

事 に協 力 で きた とい う実 感 が わ き とて も良 か った。 」 な どの 感想 を持 った。

以 上 の こ とか ら,運 動 会 の ス ロー ガ ン作 りに お いて 効 果 的 な広 報 活 動 と,ア イ デ アや 全 校 児

童 か らの 意 見 の 吸 い 上 げ を通 して,運 動 会 が 盛 り上 が り,全 校 児 童 の 児童 会 活 動 へ の 参 加 意 欲

が 育 った と考 え られ る。 さ らに,代 表委 員 の 意 識 も高 ま る とい う こ とが 確 か め られ た。
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実践事例3

校児童の関心 を高める広報活動 の工夫

・ビデオ,校 内放送,

・代表委 員会 だよ りや掲示板等の活用

題 材 「お も しろ ス ポー ツギ ネ ス大 会 を して 全校 で楽 し も う」

児童集会等によ る効果 的な広報活動

校児童 の協力 による活動の工夫

・事前 や事後 のア ンケー ト等 による児童の考えや願 いの吸 い上げ

・各学年段階 に応 じた参加の工夫

・異年齢集団活動の工夫

児童会集会活動 は,学 校生活 を一層楽 しく充実向上 させ るために全校児童が集 ま って協力 し

て行 う活動であ る。昨年度 は 「遊 びの広場」の中で,他 学年 とのかかわ りを楽 しみなが ら活動

す る児童の姿が見 られた。今年度 は,時 間 をあ まりかけな くて もで き,児 童が意欲 を もって取

り組 める もの とい うことで 「お も しろスポーツギネ ス大会」を実施す ることにな った。代表委

員会 として は,広 報活動を工 夫 し,全 校児童 に内容を知 らせ ると共 に,他 学年 との交流 を深 め

なが ら協力 してや り遂げ る充実感や達成感が持て る集会 にな るよ うに計画を進めてい った。

〈活動 の概要 〉 集会の2時 間枠を前半 と後半 に分け,店 番(記 録係)と お客 さん(競 技者)

の役割 を決 あて交代 し,低 学 年 はお客 さん の役割のみ と した。 「お もしろスポー ツ」の種 目を

考 え店 を出すの は3年 生以上 の学年 と し,各 クラスか らや りたい種 目を募集 し,掲 示 した。 次

に,希 望の クラスが,中 休みに校庭や体育館で試 しにその種 目を行 ってみ る期間を設け,こ れ

をギネス広場 と した。 この活 動を通 して,ク ラスで取 り組みたい種 目の イメージを深め,準 備

や内容,他 学年への配慮な ど,具 体 的な計画が立て られ るよ うに した。

代表委員会の話合 いにおいて は,ギ ネス広場での反省を生か して種 目や場所を決定 し,ス タ

ンプカー ドの形式や,当 日に楽 しい雰 囲気 を作 るための工夫等を話 し合 った。そ してスポーツ

ギネス大会の前 日に 「いっぱい来てねア ピール集会」を実施 し,各 クラスの種 目の紹介や宣 伝

を実演 っ きで行 い,児 童の期 待感を高めるよ うに した。

当 日は,2年 生の歌 うテーマ曲や,代 表委 員による記録や混み具合 についての実況中継 が放

送 によ って流れ る中,ス タンプ カー ドを手 に した児童が次 々と種 目を回 って い く姿がみ られた。

〈考察 〉 事後 ア ンケー トの結果,「 お もしろスポーツギネ ス大会 」にっいて楽 しか った と答

えた児童 は91%に 達 した(ま あ まあ楽 しか った と答え た児童を含む)。 楽 しか った理 由と し

ては,「 スプー ンレースや くつ とば しなどお もしろい競技がで きた。 」,「 お客 さんがた くさ

ん来 て くれて うれ しか った。 」 「い っぱい体 を うこかせ た。」な ど,活 動 内容の楽 しさや多 く

の児童に来て もらえた うれ しさな どが表 されていた。一方,広 報活 動に関す る質問 にお いては,

代表委 員の説明 によって スポー ツギネス大 会の内容を理解 した児童 が多 く,そ れ に次 いで先生

の話,前 日の集会が,活 動を知 らせ るたあに効果的であ ったことが示 され た。

以上 の ことか ら,児 童会集会活動を実施 す るに当たって,代 表委 員会 と して広報活動を工夫

して活動 内容を全校児童に知 らせ,児 童 の考 えや願 いを集会の計画 に生 か して い くことが,協

力 してや り遂 げる充実感や達 成感 にっなが ってい くことが確認で きた。
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4ま とめ と今後 の課題

児童会活動分科会で は,全 校児童の関心 と参加意欲を高め るために代表委員会を通 し,ど

のよ うに活動を工夫 して いけば よいのかを,次 の2っ の視点を通 して研究 を進 めて きた。本

研究か ら,主 に以 下の点が明 らか になった。

(1)研 究の成果

視点1全 校児童の関心を高める広報活動の工夫

○ ビデオや校内放送,児 童集会 等を利用 して広報活動 を充実 させ ることによ り,全 校 に代

表委 員会の活動の様子を知 らせ ることがで き,児 童は代表委員会を身近な もの として感 じ

る ことがで きるようにな って きた。特 に,昨 年度の活動の様子 を ビデオ等で見せ,呼 びか

けを行 うことによって,児 童は はっきりしたイメージを もって取 り組 む ことがで き,有 効

で あ った。

○ 代 表委 員会だ よ り ・校内放送 ・ポス ター ・掲示板 などの活用によ・り,低 ・中学年児童 は

代表 委員会活動への関心が増 し,高 学年 児童は活動の成功 に向けて,意 欲的 に関わ る児童

が増 えた。

視点2全 校 児童 の協力 による活動の工夫

○ 全校児童の考 えや願 いを吸 い上げ,計 画 段階において個人や学級 で話 し合 った意見を生

かす ことによ り,意 欲 を もって活動 に参加す ることがで きる児童が増えた。

○ 各学年の発達段 階に応 じた参加の仕方を工夫 し,異 年齢集団活動を取 り入 れて い くこと

により,参 加意欲が高ま り,全 校児童の協力でや り遂 げた とい う満足感を もっ ことがで き

た。

○ 事後の ア ンケー ト等で活動 の見直 しをす ることによ り,次 の活動へ積み上げてい くこと

がで きるよ うにな り,よ りよい活動 に して いこ うとす る児童 の意欲が育 って きた。

(2)今 後の課題

○ 全校児童 に活動の様子を知 らせ,関 心意欲 を高 めてい くためには,代 表委員会だ けでな

く他 の委 員会 に も協力 して も らう必要が ある ことに児童が気付 き,委 員会 との連携を深め

ていけるよ うにす ることが必要であ る。

○ 学校週5日 制 に関連 し,時 間の確保が難 しくな って きて いるが,限 られ た時間内で,児

童が 自主 的 ・実践的 に活動 して いけるよ 『

う活動 内容を精選 し,活 動時間を工夫 し

てい くことが大切で ある。

○ 全校 児童の関心を高 あ,意 欲的 な児童

会活動 に して い くたあには,教 職員の共

通理解 によ る協力体制が重要 な基盤 とな

る。望 ま しい児童会活動の在 り方を共通

理解 し,全 職員が協力 して支援 してい く

ことが課題で ある。
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「や って良 か った」 と思 え る学 校行 事 の工 夫

(学 校行事分科会)

1主 題設 定の理 由

学校週5日 制 実施 に ともない,学 校行事 の精選が叫ばれてい る今 日,学 校行事の もっ教育 的

価値を明確 にす るとともに,児 童が主体 とな って参加 し,満 足感 ・充実感を味わえ る行事へ と

見直 しを してい く必要が ある。

学校行事分科 会では,児 童 自身の 「や って良か った」 とい う気持 ちに焦点をあて研究 を進 め

てみ よ うと考えた。児童が行事 に参加す ることによって,「 や って良か った」 とい う満足 感 ・

充実感 ・成就感 ・達成 感 ・信頼感等を もっ ことによ り,児 童がよ り主体的,意 欲的に行事 に参

加す るよ うにな ると考えたか らで ある。児童が 「や って良か った」 と思え るような支援 を,学

校行事の様 々な場面で工夫 して い くことにより,「 や らされてい る」ので もな く,惰 性 でや っ

ているので もない,児 童自身 が主体的 ・意欲的に参加す る学校行事になる と考え,本 研究主題

を設定 した。

2研 究仮説 と仮説検証 の視 点

(1)研 究仮説

行事の もつね らいを明 らかに し,事 前 ・活動場面 ・事後の指導過程において 児童一入一人が

満足感 ・充実感 ・達成感 ・信頼感等 の もて る支援の仕方 を工夫すれば,児 童が 自信や次への期

待感を もち,主 体 的,意 欲的に参加す るよ うにな るだろ う。

(2)仮 説検証 の視点

その気にさせ る支援 夢 中にさせ る支援 仮説検証 の視点 として左

(意 欲 を もたせ る)(気 持 ちを高あ る)記 のよ うな 「基本的な支援

○ 一 人 一 人 に 自分 に あ った あ

あ て を もたせ る た め に

・イ メー ジをっ かむ

・活 動 の意 義 を は っき り させ

る

・役 割 を 自覚 す る

○ 「で き る」 思 い を 味 わ わせ

る た め に

・学 ぶ

・友 達 と触 れ 合 う

・自分の発想や個性 を生かす

・や りと げ る

＼
や っ て 良 か っ た

O認 め,励 ま し合 え る た め に

・自 己 ,相 互,教 師 等 の評 価

・活 動 の 記録 化

満足 させ る支援

(自 信 と期待感 を もたせ る)

の モ ジ ュー ル 」 を設 定 した。

各 行事 の事 前,活 動 場 面,

事 後 の指 導 に お け る支 援 を,

「そ の気 に させ る支 援 」,

「夢 中 に さ せ る 支 援 」,

「満足 させ る支 援 」の 三 段

階 にわ けて と らえ た。

三段 階 の 支援 に よ って 児

童 は,「 や って良 か った 」

とい う満 足 感 ・充 実 感 ・成

就 感 ・達 成 感 ・信 頼 感 等 を

もち,学 校 行事 に主 体 的,

意 欲 的 に参 加 す る よ うに な

る と考 え た。
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3研 究内容

(1)実 践事例 遠足 ・集 団宿泊 的行事(移 動教室)

この関連図は,一 つ一つの行事

が単独で終結す るので はな く,一

つの行事で得た満足 が次の行事の

その気 にっ なが ってい くことを表

して いる。

例 えば,6年 生でいえば,5年

の時の卒業式 に始 まり,6年 生 と

しての 自覚 を もつ始業式や入学式。

夢中 にな って活動す る運動会や学

芸会,移 動教室な どを経て満足感

を持 ち,卒 業に対す る自覚 と心構

えを育んでい く。

一っ一っの行事でのその気,夢

中,満 足 の積み重ねが,卒 業や学

年終 了の時の大 きな 「や って良か

った」につなが るのであ る。

そ の 気

・イ メ ー ジづ く り

ビデ オ視 聴 ・学 年 掲 示 板 設 置

・あ あて づ く り

行 事 のね らいの 理 解

・不安 の解 消

友 だ ち 関係(生 活)

・係 ,班 づ く り

希 望 を生 か した係

・行 事 の ね らい に そ った班

夢 中

・計 画 表 づ く り

見 通 しを もつ ・係 内 の意 見 調 整

・役 割 の 自覚 ,実 践

励 ま しの 声 か け ・資 料,材 料 の提 供

・認 あ 合 い ,高 あ合 い

係 内の 意 見 ・情 報 交 換

・良 い活 動 の 紹 介

(PRタ イ ム ・お知 らせ コー ナ ー)

や っ て 良 か っ た

満 足

・自己評 価 ・経 験 の記 録 化

作 文 ・新 聞 ・アル バ ム な ど

・相 互 評 価 発 表 会

・教 師 の評 価

賞 賛 の声 か け ・学 級 ・学年 通 信
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① 行 事 の特 性

・人 間 関係 を深 め合 う。

・自分 た ち の計 画 に したが って ,活 動 を 創意 ・工 夫 す る。

・自然 との ふ れ合 い を もっ 。

② 研 究 内容

医 亟}→[亙 互}→[蓬 亙}→ という具体的支援のモジー ルに
の っとって活動を行 った。以下 は,各 指導過程におけ る教師及び教師相互 の協力 による支援の

具体例であ る。 これ らの活動 を通 して,計 画 ・準備 に取 り組み,当 日も主体 的 ・意欲的な活動

が み られ た。

③指導計画

第1次 くその気 にさせ る支援 〉

視聴覚情報か ら移動教 室の全体 イメー ジをっかみ,児 童一人一人が 自分 のめあて

を も つ 。

・オ リエ ンテ ー シ ョ ンをす る。(ビ デ オ視 聴 後,自 分 の め あて を た て る)

・係 ・班 づ く りを す る。(係 の 希望 を決 めて か ら,班 を っ くる。)

第2次 〈夢中にさせ る支援 〉

気持 ちを高ある活動 を展開。めあてを拡大,精 選,さ らに進化 させ る。

・係 の組 織 と仕 事 の確 認 を し,あ あ て ・計 画 を たて る。

・一 人 一 人 の役 割 を確 認 し,計 画 に基 づ き準 備 す る。

・前時か らの活動 を継続 し,次 時の発表の準備 をす る。

・各 班 ・係 の相 互 交 流 に よ り,活 動 報 告 と情 報 交 換 す る。

・移動教室 の事前指導 をす る。

(健 康 状 態,持 ち物,約 束,班 ・係 の 準 備 の確 認 をす る。)
、

移 動 教 室 当 日 の 活 動

第3次 〈満足 させ る支援 〉

や って良か った活 動,行 事 の成果か ら,児 童 に満足感,成 就感,達 成感を味わわ

せ る 。

・経 験 を記 録 と して 残 す 。

・児 童 一 人 一 人 ,班,係 の 感想 を ま とめ。

・ 「移 動 教 室 の 発 表 会 」 を 開 く。
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④ 考 察

学年掲示板 を設 け,行 事のめあてを掲 示す

るとともに,個 人の めあてを カー ドに記入 し

掲示 した ことによ り参加意欲が高 まった。

計画カー ドに活動 内容 を記入 し,見 通 しを

もって準備 ・計 画を行 う中で,班,係 相互の

意見交流 によ り創意 ・工夫 され た意見や活動

が生 まれ るな ど夢中に取 り組む ことが,今 回

の指導を通 して確かめ られた。

また,指 導過程を明 らかに し,そ の各段階で,学 年 を単位 とす る指導 を取 り入れた ことによ

り,学 級 とい う枠がな くな り,児 童 は学年 と して互いのよさを生か し,認 め合 い,高 め合 うこ

との大切 さを実感 した。 それ らの活動 を通 して得た経験 を新聞等 に記録化 す ることで,児 童 は

よ り満足 し,以 後の学 校行事 への期待感 を高 める。

さ らに,具 体的な支援 の内容 を掲示す る ことによ り,教 師簡 の共通理解 を促進 させ,詳 細な

指導 内容 を系統的 にすすあ ることを可能 に し,多 種多様で ある地域や学校の実態に応 じた支援

を工夫す る ときの観点を明示で きた。

② 実践事例 健康安全 ・体育的行事(運 動会 ・応援団)

① 行事の特性

・会場 の実情 に合わせて,危 険防止を第一 とした計画,運 営を し,そ の 中に児童の 自主的

参加 の機会 を与えて 自主性を育て,全 児童 に所属感を もたせ る。

② 研究 内容

そ の 気

・イ メー ジっ く り(ビ デオ 鑑 賞)

・や る気 を生 か した個 人 の 目標 作 り

夢 中

・掲 示 コー ナ ーの 設 置

・グル ー プ練 習 に よ る励 ま し合 い

満 足

・賞 讃 の 声 か け ・記 念 証 の 発 行

・1年 後 の 応 援 団 ヘ メ ッセ ー ジ

③ 考 察

・結団式で は活動 に見通 しを持 たせ た結果,意 欲的なスター トを切 ることがで きた。

・練習計画をあ らか じめ印刷 して配布 し,団 長 を中心 に活動で きるよ うに支援 した。

・創作活動 は児童 の主体性 を生かす ように担 当者は紅 白に二人ずっ補助 にっいた。

・運動会を終え,友 達 か ら 「来年 は僕 も応援 団にはい りたいな あ。」など と声 をかけ られ,

応援団の児童 も自分 たちの活動 に自信を持 ったよ うで ある。
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(3)実 践事例 学芸的行事(学 芸会 ・高学年)

① 行事の特性

・児童の 自主性 と創造性 を高める表現活動,体 験 的活動 とす る。

・向上意欲 を高め,成 就感 を感得 させ,児 童の心 に残 る行事 とす る。

② 研究内容

メージっ繍 賑 繭 lr覇 「一 一
庭 一 型1・ 欝 壱離 評

＼マ 「 ≡轟 魑 か。.
i

満 足

・自己評価(め あての確認 ・反省 ,新 聞丁 り)
・相互評価(友 達のがん ば ったところを発表)

1・ 賞賛 の声か け(学 年通信,親 の感想 等)

/

③ 考 察

・ビデオ視聴等をす ることにより,劇 全体の イメー ジをっかむ ことがで きた。

・グル ープに分かれての練習,相 互の演技の 見せ合いを通 して,児 童 はよ り良 い演技を工

夫 しようとす る意欲を高 めて いった。

・がんば った ことへの評価,演 技への賞賛 を もらうことによ り,満 足感 を得た。

4ま とめ と今後の課題

(1)研 究の成果

各行事特性 に適 合す るモ ジュールの設定 を試み検証 してみた。 その結果 と して,そ の気に

させ る支援 ・夢中にさせる支援の重点の違 いが大 きい行事 や,そ れぞれの支援の重複化が必

要 な行事等があ るとい うことが分か った。一例 と して,遠 足 ・集団宿泊的行事 において は,

始めか ら意欲が盛 り上が った気持 ちの子 どもたちには,そ の気にさせ る支援 よりも夢中に さ

せ る支援によ って意欲 の継続化 と段階的な高揚を果たす支援が必要であ ることが分か った。

検証の課程で具体的 に明 らか にな った ことは以下の通 りで ある。

・学年掲 示板 の活用 によ って,行 事 のああてをふ まえた個人の ああてや学 年のああてを掲示

す ることで意欲の盛 り上げがで きた。 また,個 人や係の 交流 を活性化 させ ることに も役立

った。

・一人一一人に応 じた支援の具体化によ って全体の成功感 ・成就感の盛 り上 げが図れ た
。

・ 「や って良か った.と いう声が 児童の 中で多 く聞かれ るようにな った。

(2)今 後 の課題

支援 のモ ジュールが果たす効果 を実証す ることは,ま だ充分 とはいえない。具体 的な支援

と児童の活動の変容については今後の検証の積み重ねが必要であ り,よ り具体的 な支援 に改

めて い くことが必要であ る。 また,行 事の精選 に関連 して,行 事 の教 育的意義 にそった指導

の系統化を明 らかに してい くことが重要である。
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